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Jupyter Notebook によるノウハウ共有�

n クラウド導⼊後... 研究・教育・業務でクラウドを活⽤
する？�
Ø 再現性のある計算実験環境の構築ができないか？�
Ø オープンソースアプリケーションでは、そもそもインストールに

つまずく�
Ø 構築した環境の維持管理業務が煩雑�

�
   à  システム機能を提供するだけではなく、、�
        使い⽅・利⽤ノウハウ “そのもの” の共有も推進したい�
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Jupyter Notebook ？�

n  Rich Web client な対話インターフェース�
n 実⾏Code，実⾏結果（計算の結果や，結果を埋め込んだ

図表），⾃然⾔語による⼿順や経緯の説明を ひとつに
まとめて記述�

n 数理系研究者のツールとして発展 �
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アイデアの探索課程の記録，共同開発，再現可能な成果の公開，教育	



Notebook を⽤いた環境構築⼿順の記述�
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TOC	

Codes	

Results	

Documents	

ログファイルの取得	

ログの解析	

解析結果の可視化	

Webサービスのログ解析	



Notebookによるノウハウ共有�

n 作業の信頼性向上・再現性を保証�
n ⼿順の再利⽤�
n ポータブルな⼿順�

–  環境に依存しない… 
–  環境の変更に追従できる… 
–  Systems System への適応 
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“Literate Computing for Reproducible Infrastructure”�

n  計算機インフラの御守では種々雑多なドキュメンテーションが不可
⽋です。⽇々の作業で証跡を残す、⼿順を整理して共有・再利⽤
する、ユーザマニュアルや教材を整備する.. 国⽴情報学研究所（NII
）のクラウド運⽤担当では、これらをシームレスに記述・蓄積する
⽅法を研究しています。�

n  プロジェクトでは Jupyter Notebook を⽤いてドキュメンテーショ
ンを⾏うことで、運⽤作業の信頼性向上、⼿順やノウハウの蓄積・
流通が容易になることを⽬指しています。�

n  “機械的に再現できる、⼈が読み解ける⼿順”�
n  共通認識の形成に寄与すること！ .. 現場でのコミュニケーションを

促すもの�
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いろいろなHadoop環境(だけじゃないけど)を作ったり壊したり動かし続けたり�

n  国⽴情報学研究所では、BIGCHA 2015、トップエスイーなどで
Hadoopを利⽤した集中講義を実施したり、研究⽬的でいろいろなク
ラスタを必要に応じて構築・運⽤したりしています。�

n  学術機関の利⽤者ですと、利⽤⽬的により必要な構成・設定が異な
ってきます。�

n  例えば、セキュリティの設定を必要としていたり、最新のパッケー
ジを使いたかったり、Hadoop外のツールが欲しかったり、付帯的な
ソフトウェアも含めたかったり、プロビジョニング対象が異なった
りなど。�

n  これらの、少しずつ異なる環境の構築・運⽤作業を再現可能かつ再
利⽤しやすい形で実施していくことを追求..�
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畳みこみ表⽰・まとめ実⾏�

n 詳細は気にせずNotebook形式の⼿順を気軽に利⽤したい�
n 定型的な作業をまとめて実⾏したい�
n 関⼼のある部分だけアレンジやカスタマイズができるよ

うに、利⽤者のスキルや活⽤シーンに合わせ⾒通し良く
⼿順を記述する�

n まとめて実⾏してエラーが発⽣した場合には、詳細を確
認する�

�
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畳みこみ表⽰・まとめ実⾏�
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ログファイルの取得	

ログの解析	

解析結果の可視化	

Webサービスのログ解析	



ログ出⼒の要約�

n ⼤量のログ出⼒を要約表⽰する�
n 複数の実⾏ログを各々ファイルに保存し、後で全体を参

照したり、結果を⽐較できるようにする�
�

例えば、某かのパッケージ群をインストールしたりすると⼤量のログ
が出⼒されますが、JupyetrのWeb UI上で⼤量の出⼒を扱うのはなに
かと不便です。 Jupyterの Cell の中でログの内容を検索したり、�
⽐較したりするのはまどろっこしく⼿間がかかります。�

�
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ログ出⼒の要約�
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ü  要約されてた結果が出力されるように
なります（例：最初10行と最後の10行）	

ü  オリジナルの出力結果全体はファイル
に保存されます。実行毎に各々のファイ
ルに結果が保存されるので出力結果を
比較することができます	

ü  要約中でも、エラーなど特定のパターン
含む行を表示します（カスタマイズ可）	



Notebook群の関係性を⾒える化�

n 複雑なシステムの構築⼿順、利⽤⼿順の記述もまた複雑�
n 関係性を整理して「⾒える化」�
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Hadoop	Elas*csearch	

Elasticsearch ： １４ Notebooks & 17 Playbooks 	
Hadoop 	 	:  ２５ Notebooks & 57 Playbooks	



Notebook群の関係性を⾒える化�
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ü  それぞれの箱は Notebook を表す	

ü  箱の中に Notebook の TOC を表示	

ü  クリックすることで Notebook を開く	



お試しデモ環境�
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「Jupyter   Notebookによるオンデマンド環境構築」をテーマに展示・デモしている環境を、 
以下のURLにアクセスすることで、体験頂けます。 
 
アクセスURL  
https://nbdemo.ecloud.nii.ac.jp/ 
 
最初の一歩 
  上記URLにアクセスし、提供されたアカウント情報でログインした後、 
「01_Literate   Computingデモ環境について.ipynb」をご覧ください。 
 
ご注意 

● 本体験環境は、興味を持って頂いた方に、機能評価を目的として提供するものです。提供された
Notebook内の手順や、JupyterNotebookの機能を理解するための評価の範囲を外れた操作は、禁止とさ
せて頂きます 

● 体験に必要なアカウント情報は、問題発生時の追跡性担保のため、お名刺と交換にお渡しします。ア
カウント情報の管理、本体験環境の利用は、お名刺を提供されたご本人さまの責任で行って頂き、譲
渡は禁止とさせて頂きます 

● 万が一、アカウント情報を紛失された場合は、利用停止措置を行いますので、速やかに、下記の連絡
先まで、ご連絡ください。この場合、アカウント情報は再発行されませんので、ご注意ください 

● 本体験環境では利用動態を監視しており、不正と判断される行為が確認された場合は、予告なく、当
該アカウントの利用停止措置を行うことがあります 

● 本体験環境は、6/21(水)13:00までの期限付きの提供となります。なお、運用上の都合により、これよ
りも早く、提供を終了することもあります。また、メンテナンスなどで利用できなくなる期間が発生
し得ることもあります 

● 本体験環境は、提供期間中に、予告なく、内容を更新・変更することがあります 
● 頂いたお名刺に記載された情報は、本体験環境提供期間中に、運用上の必要性から連絡させて頂く場

合のみ、使用致します。提供期間終了後、速やかに断裁し破棄致します 
● 本体験環境の利用によって生じるいかなる問題についても、国立情報学研究所は一切の責任を負いま

せん。また、本体験環境の利用によって生じたあらゆる損害に対して、国立情報学研究所は一切の責
任を負いません 

 
本体験環境の利用中にシステムの不具合などにお気付きになられましたら、下記の連絡先まで
ご一報ください。 
<    niicloudoperation@meatmail.jp    > 

 

https://github.com/NII-cloud-operation	



Lifecycle of a Scientific Idea ≒  Engineering Practices�

Individual ����個々⼈による探索・試⾏錯誤�
Collaborative �複数⼈でアイデアを共有・レビュー

して発展�
Production �複数のグループによる展開，実⽤化�
�
Publication & Communication�
Education�
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TopSE講義でも Jupyter を活⽤�
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